平成２４年度　介護・福祉サービス第三者評価
受診施設・事業所募集について

１　応募について
1 評価を受診することについて意欲を持っていること。
2 施設・事業所に、管理者等を含む複数の従業者から構成される「サービス評価委員会」等を設けることができること。
3 評価結果の公表に同意できること。

２　応募手続
「受診応募票」に必要事項をご記入いただきご応募ください。
☆平成24年4月より受診応募票の様式を変更しております。様式はホームページよりダウンロードすることができます。4月10日ごろよりホームページで受診応募票を作成できる機能を追加しますので是非ご活用ください。
３　募集期間　　平成24年6月29日（金）まで
※以降も受け付けますが、極力上記期間内にお申し込みください。

４　決定について

    応募書類を確認後、評価機関を調整し決定文書をお送りします。状況によっては多少お時間がかかることがありますが、受診応募票の送付から1か月以上経過しても決定通知が届かない場合は大変お手数ですが事務局までご連絡ください。
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介護・福祉サービス第三者評価について

京都の「第三者評価」のこだわり
「受審」ではなく「受診(ありのままを見る)」。
評価という言葉から「審判する」というイメージを強く感じるかもしれませんが、京都の場合、審判を受けるための「受審」ではなく、ありのままを確認する「診る（みる）」「受診」という表現をしています。
基本的な考え方
次の手順・流れによって行われます。
〔受診募集〕
　　[image: image1.jpg]



〔受診希望の申請（受診応募票）〕（事業所→支援機構）
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受診希望事業者は、支援機構に対し、受診希望の申請を行います。
受診決定を通知
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支援機構は、受診希望事業者の申請状況を踏まえ、受診の決定を行います。
※支援機構は、受診決定事業者の希望を可能な限り尊重し、希望する第三者評価機関（以下、「評価機関」）を決定します。ただし、特定の評価機関に受診希望事業者が集中した場合などは、支援機構において調整することがあります。
〔調査依頼〕
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〔契約の締結〕
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受診事業者は、評価機関との間で、評価方法・手順、契約期間、評価料金、評価結果の公表などを定めた第三者評価契約書の締結を行います。
評価 (調査)
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評価機関は、介護サービスと福祉サービスのそれぞれの分野で定められた評価基準と評価手法により事業所の評価を行います。
〔評価結果を報告〕
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評価機関は、評価結果を受診事業者に報告し、その結果の公開・公表について受診事業者の了解を得て、評価結果を支援機構に報告します。
評価結果の公表・HP情報公表 (認定証の発行)
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評価結果はホームページ上で公開・公表されます。
情報の活用　サービス利用 等
評価結果はホームページ上で公開・公表されます。
どのような人が評価するの？
京都府から認定を受けた評価機関が評価を実施します。評価機関に所属する評価調査者は養成研修を受講し、認定された者です。管理者としての経験がある者、福祉の資格や業務経験のある者などにより構成する3名のチームで訪問調査を行います。（ただし、介護サービスの一部では２名の場合もあります） 
評価の主な内容は？
主にサービス提供体制や取り組みについて、下記の方法で評価します。
· 管理者・職員からの聞き取り 
· 利用者ヒアリング 
· 事業所見学 
· 事前に実施する利用者へのアンケート結果 など 
利用者と事業者の双方にメリットがある仕組みです。
· 利用者は、介護・福祉サービス事業所を選ぶ際に役立つ情報を得ることができます。 
· 利用者は、現在、サービスを受けている事業所が問題解決やサービス向上に感心があるか確認することができます。 
· 事業者は、第三者評価を受診することにより、改善が必要なところが明確になるなど、サービスの質の向上に具体的に取り組む契機とすることができます。 
· 事業者は、評価結果情報公開が公開されている第三者評価ホームページ上の自らの事業所ページを一部編集することによって、利用者に選ばれる事業者として、自らの特色を打ち出すことができると共に、サービスの透明性をアピールできます。 
· 事業者は、受診することにより具体的なアドバイスを得ることができます。
· 評価を受けると、評価項目ごとの評価結果対比シート(a,b,c の三段階および項目ごとにコメント)と「アドバイス・レポート」が作成されます。 
· 「アドバイス・レポート」「総括コメント」には、事業所の"良い点"や"改善を要する点"が具体的にわかりやすく記載されます。 
· 訪問調査時には、京都府が認定した評価機関に所属する3人(受診サービスによっては2人)の評価調査者が事業所を訪問しますので、様々な観点からアドバイスを受けたり、意見を交換することができます。 
評価を受けた事業所の感想は?
　受診事業所のアンケート結果では、多くの事業所から9割以上が「意義があった」と回答しています。との回答をいただいています。
例えば、こんな声が寄せられています。
· 事業所内の意識が高まった 
· 受診をきっかけに今まで私達が行ってきたことの見直しが出来た 
· サービスの質について考える機会となった 
· 自分の施設の強み、弱みが明らかになった 
「行政監査」との違いは?
行政監査は、法令が求める認可基準や最低基準が守られているかどうかを確認するためのものです。一方、第三者評価は、最低水準より高い利用者本位の福祉サービスを実現するため、事業者が自発的に受診し、自らのサービスの向上を目指すものです。 
例えば…
· 入浴は利用者の障害程度など個人的事情に配慮しているか 
· 入浴は利用者の希望に沿って行われているか 等(障害分野評価項目より抜粋) 
· 入浴は週2回以上行われているか 
どのような人が評価するのですか？
京都府から認定を受けた評価機関が評価を実施します。評価機関に所属する評価調査者は養成研修を受講し、認定された者です。管理者としての経験がある者、福祉の資格や業務経験のある者などにより構成する3名のチームで訪問調査を行います。 
評価の主な内容は？
主にサービス提供体制や取り組みについて、下記の方法で評価します。

· 管理者・職員からの聞き取り 

· 利用者ヒアリング 

· 事業所見学 

· 事前に実施する利用者へのアンケート結果 など... 

○訪問調査実施時に、確認を必要とすると思われる文書類は以下のとおりです。

	◆ガイダンス時に必要なもの

（下記の「※」印の文書については、訪問調査前に評価機関に送付するものです。）

	施設（事業所）概要パンフレット（※）

	広報誌・お便り等発行物（直近のもの）（※）

	事業計画・年間行事計画（※）

	事業報告

	収支予算書

	重要事項説明書（ひな型）

	契約書（ひな型）

	組織表

	◆ヒアリング時に必要なもの

個別記録は、個人情報に配慮してください。その他の文書については、口頭で必要な事柄をたずねられたときに提示できるよう準備が必要です。

	　個別記録（ケアプラン票を含む）

	　ボランティア受入れに関するもの

	　接遇に関するもの

	　拘束・虐待に関するもの

	　プライバシー保護に関するもの

	　意見箱・提案箱の取り扱いに関するもの

	　サービスの標準的な手順、留意点等に関するもの

	　相談に関するもの


○評価料金等

	介護サービス分野
	評価を受けるサービス（受診サービス）

通所系・入所系サービスが含まれる事業所
	評価を受けるサービス（受診サービス）

居宅介護支援・訪問系サービス・福祉用具貸与（販売）のみの事業所

	
	１２万円
	９万円

	
	
	
	
	

	福祉サービス分野
	介護保険以外の

老人福祉施設
（養護老人ホーム、ケアハウス）
	児童館
	社会的養護の施設
	保育所

障害事業所

	共通評価基準のみ
	１施設当たり

２０万円
	１施設当たり

２０万円
	―
	―

	共通評価基準と付加基準
	―
	１施設当たり

３０万円
	１施設当たり

３０万円
	―

	保育所　

評価基準
	―
	―
	―
	１施設当たり

３０万円

	障害事業所

評価基準
	
	
	
	１施設当たり

３０万円

	評価項目
	共通評価基準

(５５項目)
	共通評価基準

(５２項目)
	※児童福祉法最低基準の改正に伴い評価項目の改訂を行う予定です。受診応募の前に事務局にご相談ください。
	保育所評価

（７１項目）

障害事業所

（６２項目）

	
	
	付加基準

（２１項目）
	
	


（平成２４年度）

内訳は、訪問調査を実施する際の交通費や評価調査者の日当、評価審査委員会の開催経費、評価機関の事務費などに要する経費です。さらに、評価結果はインターネット上で公表されますので、その手数料や管理費等も受診料に含まれています。
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